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全
国
戦
没
者
追
悼
式

～
三
年
ぶ
り
の
参
列
～

終
戦
か
ら
七
七
年
と
な
る
十
五
日
、

政
府
主
催
の
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が

日
本
武
道
館
（
東
京
）
で
開
か
れ
ま

し
た
。
当
連
盟
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
た
め
参
列
を

こ
こ

年
辞
退
し
て
い
ま
し
た
が
、

2

今
年
は
十
九
人
の
遺
族
代
表
が
参
列

し
ま
し
た
。

追
悼
式
に
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下

の
ご
参
列
を
仰
ぎ
、
遺
族
や
三
権
の

長
、
各
界
代
表
ら
約
千
人
が
参
列
。

今
年
の
遺
族
代
表
の
追
悼
の
辞
は
、

県
連
盟
大
月
理
事
長
が
述
べ
ま
し
た
。

岡
山
県
の
遺
族
が
選
ば
れ
る
の
は
、

昭
和
五
十
九
年
の
難
波
貞
子
（
総
社

市
）
さ
ん
以
来
、
三
十
八
年
ぶ
り
二

回
目
と
な
り
ま
す
。

遺
族
代
表
「
追
悼
の
辞
」
全
文

本
日
こ
こ
に
、
天
皇
皇
后
両
陛

下
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
三
権
の
長

や
各
界
代
表

を
は
じ
め
と

す
る
ご
来
賓
、

全
国
各
地
か

ら
遺
族
の
代

表

が

集

い
、

全
国
戦
没
者

追
悼
式
が
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
る

に
当
た
り
、
戦
没
者
遺
族
を
代
表

し
、
謹
ん
で
追
悼
の
言
葉
を
申
し

上
げ
ま
す
。

七
十
七
年
前
、
小
学
校
一
年
生

の
私
は
、
岡
山
県
高
梁
市
で
母
と

姉
と
三
人
で
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。

私
の
父
は
、
男
の
子
が
生
ま
れ
た

ら
健
一
と
名
前
を
付
け
る
よ
う
に

と
、
妊
娠
中
の
母
に
告
げ
て
、
中
国

に
出
征
し
ま
し
た
。
父
の
戦
友
の

話
で
は
、
我
が
身
の
危
険
を
顧
み

ず
、
懸
命
に
戦
っ
て
い
た
よ
う
で

す
が
、
心
待
ち
に
し
て
い
た
私
の

誕
生
を
知
る
こ
と
な
く
、
帰
ら
ぬ

人
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

戦
後
の
混
乱
の
中
で
、
愛
す
る

家
族
を
失
っ
た
私
た
ち
遺
族
は
、

多
く
の
困
難
に
直
面
し
な
が
ら
も
、

残
さ
れ
た
家
族
が
身
を
寄
せ
合
っ

て
懸
命
に
生
き
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
一
家
の
大
黒

柱
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
私

の
母
は
、
多
く
の
苦
労
に
耐
え
な

が
ら
も
、
私
た
ち
姉
弟
を
頑
張
っ

て
育
て
て
く
れ
ま
し
た
。
母
に
は
、

感
謝
の
言
葉
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
私
だ
け
で
は
な
く
、
全

国
の
多
く
の
遺
児
の
皆
さ
ん
も
同

様
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

今
日
の
我
が
国
は
、
世
界
有
数

の
経
済
大
国
と
な
り
、
平
和
と
自

由
を
享
受
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
、
国
の
命
運
を
決
す
る
戦
い

に
際
し
て
、
最
愛
の
家
族
の
安
寧

を
願
い
つ
つ
、
懐
か
し
い
ふ
る
さ

と
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
も
、
一

身
を
顧
み
ず
、
精
魂
込
め
て
戦
い
、

散
華
さ
れ
た
戦
没
者
の
犠
牲
の
上

に
築
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
私
た
ち
は
決
し
て
忘
れ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

世
界
で
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
、
未
だ
紛
争

は
絶
え
ず
、
今
も
私
た
ち
の
よ
う

な
遺
族
が
生
ま
れ
続
け
て
い
ま
す
。

一
日
も
早
く
平
和
な
世
界
が
実
現

す
る
よ
う
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。

こ
こ
に
、
私
た
ち
遺
族
は
、
戦

争
は
遠
い
過
去
の
歴
史
的
出
来
事

で
は
な
く
、
今
も
身
近
に
あ
る
こ

と
を
再
認
識
し
、
一
般
市
民
ま
で

犠
牲
と
な
る
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平

和
の
尊
さ
を
語
り
続
け
、
継
承
し

て
い
く
こ
と
で
、
恒
久
平
和
の
実

現
に
向
け
て
努
力
し
て
い
く
こ
と

を
諸
霊
に
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
ご
来
賓
の
参
列
の
も
と
、

か
く
も
厳
か
に
追
悼
式
を
挙
行
し

て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
遺
族
を
代

表
し
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
ご
英
霊
の
ご
冥
福
と

ご
参
列
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
追
悼
の
言

葉
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
四
年
八
月
十
五
日

全
国
戦
没
者
遺
族
代
表

大
月

健
一

（
「
追
悼
の
辞
」
を
述
べ
る
大
月

理
事
長
）
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倉
敷
護
國
神
社
春
の
慰
霊
祭

倉
敷
市
遺
族
連
合
会
（
会
長:

岡

本
忠
）
は
、
旧
倉
敷
を
は
じ
め
と
す

る
計

学
区
出
身
の
３
，
４
１
６
柱

16

の
英
霊
に
、
感
謝
の
誠
を
捧
げ
慰
霊

顕
彰
す
る
「
倉
敷
護
國
神
社
春
の
慰

霊
祭
」
を
４
月

日
に
阿
智
神
社
境

21

内
で
執
り
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
各
学

区
の
会
長
、
女
性
部
長
の
み
の
参
列

と
な
り
ま
し
た
が
、
境
内
に
は
新
調

し
た
の
ぼ
り
が
賑
々
し
く
は
た
め
き
、

戦
没
者
を
お
慰
め
し
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

西
大
寺
の
慰
霊
巡
拝
事
業

西
大
寺
遺
族
連
合
会
（
会
長
：

川
崎
敬
）
は
、

月

日
に
川
東

4

25

方
面
（
吉
井
川
の
東
）
の
慰
霊
巡

拝
を
行
い
ま
し
た
。

同
会
の
役
員

人
が
西
大
寺
観

5

音
院
に
集
合
し
、
西
大
寺
地
区
に

は
じ
ま
り
、
太
伯
、
幸
島
、
朝
日
、

大
宮
、
長
沼
、
豊
の

地
区
の
慰

6

霊
塔
や
忠
魂
碑
を
巡
拝
し
ま
し
た
。

各
地
区
で
は
、
地
元
の
遺
族
の

皆
さ
ん
が
お
花
や
線
香
、
ろ
う
そ

く
な
ど
を
用
意
し
て
く
だ
さ
り
、

皆
で
英
霊
の
ご
冥
福
と
恒
久
平
和

の
実
現
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

（
西
大
寺
観
音
院
内
の
忠
霊
塔
）

旧
九
段
会
館
の
建
替
え

新
名
称
「
九
段
会
館
テ
ラ
ス
」

日
本
遺
族
会
が
国
か
ら
貸
与
を
受

け
て
い
た
旧
九
段
会
館
（
東
京
都

千
代
田
区
）
を
建
て
替
え
る
旧
九

段
会
館
建
替
え
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
九

段
会
館
テ
ラ
ス
」
が
、
貴
重
な
歴

史
的
建
造
物
を
一
部
保
存
復
原
し
、

去
る
７
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。

日
本
遺
族
会
事
務
局
は
、
新
築

建
物
の
四
階
部
分
の
靖
国
神
社
、
日

本
武
道
館
を
望
む
眺
望
の
良
い
濠
側

に
配
置
さ
れ
、
事
務
室
・
展
示
室
・

交
流
ス
ペ
ー
ス
等
と
し
て
供
さ
れ
る

予
定
で
、

月
１
日
に
移
転
す
る
こ

10

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

岡
山
県
戦
没
者
慰
霊
祭

～
秋
季
は
規
模
縮
小
開
催
～

春
季
慰
霊
祭
は
、
五
月
五
日
、
県

護
國
神
社
で
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
講

じ
た
上
で
、
３
年
ぶ
り
に
通
常
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
岡
山
県
副
知
事
を
は

じ
め
と
す
る
多
く
の
ご
来
賓
と
県
下

各
地
の
遺
族
な
ど
約
六
百
人
の
参
列

者
が
、
戦
没
者
の
ご
冥
福
と
恒
久
平

和
の
実
現
を
祈
り
ま
し
た
。

十
月
五
日
開
催
予
定
の
秋
季
慰
霊

祭
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
規
模
縮
小

し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
翌
六
日
県
護

國
神
社
の
秋
季
慰
霊
大
祭
も
同
様
に

催
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

遺
族
会
の
動
き

［
令
和
４
年

月
］

9

日

日
本
遺
族
会
創
立

周
年
記

12

75

念
式
典
（
東
京
）

日

岡
山
陸
軍
墓
地
秋
季
彼
岸

20

祭
（
岡
山
市
津
高
）

日

県
連
盟
常
任
理
事
会
（
平

28

和
祈
念
館
）

［
令
和
４
年

月
］

10

日

県
戦
没
者
秋
季
慰
霊
祭
（
県

5

護
國
神
社
）

日

県
護
國
神
社
秋
季
慰
霊
大
祭

6

（
県
護
國
神
社
）

日

県
連
盟
理
事
会
（
県
連
盟

28

大
会
議
室
）

［
令
和
４
年

月
］

11

９~

日
「
岡
山
の
塔
」
戦
没
者
追

10悼
式
／
沖
縄
戦
跡
慰
霊
巡
拝
事

業
（
沖
縄
）

日

岡
山
県
遺
族
連
盟
創
立

周

26

75

年
記
念
式
典
・
岡
山
県
遺
族
代

表
者
大
会
（
岡
山
市
立
市
民
文

化
ホ
ー
ル
）

【
編
集
後
記
】

今
回
は
、
情
報
提
供
い
た
だ
い
た

遺
族
連
合
会
の
慰
霊
行
事
を
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
行
事
や
ト

ピ
ッ
ク
ス
等
の
情
報
提
供
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。（
増
本
）
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理
事
会
・
評
議
員
会
開
催

令
和
三
年
度
事
業
報
告
・
決
算

去
る
六
月
十
三
日
理
事
会
、
六
月

二
十
七
日
評
議
員
会
を
開
催
し
、
令

和
三
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
三
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
、
岡
山
県
補
助
事

業
で
あ
る
沖
縄
慰
霊
巡
拝
事
業
や
慰

霊
研
修
事
業
な
ど
多
く
の
事
業
が
中

止
や
規
模
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

決
算
も
当
初
予
算
を
大
き
く
下
回
り

ま
し
た
。

【
事
業
報
告
の
概
要
】

１

英
霊
顕
彰
運
動
の
推
進

・
岡
山
県
遺
族
代
表
者
大
会

令
和
三
年
十
一
月
二
十
七
日
、
岡

山
市
市
民
文
化
ホ
ー
ル
で
、
規
模
縮

小
し
て
実
施
。

・
全
国
戦
没
者
遺
族
大
会

十
二
月
十
三
日
、
東
京
・
自
由
民

主
会
館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
当
連

盟
か
ら
役
員
を
派
遣
し
、
大
会
終
了

後
国
会
陳
情
を
行
っ
た
。

・
春
秋
の
岡
山
県
戦
没
者
慰
霊
祭

五
月
五
、
六
日
両
日
は
、
規
模
を
縮

小
し
て
実
施
さ
れ
、
奉
仕
者
を
派
遣
。

十
月
は
中
止
と
な
り
役
員
の
み
参
列

し
た
。

な
お
、
参
列
者
に
記
念
品
（
吉
備

団
子
）
を
贈
っ
た
。

＊
春

１
，
５
６
０
箱

＊
秋

１
５
０
箱

・
旧
岡
山
陸
軍
墓
地
彼
岸
祭

九
月
と
三
月
に
催
行
さ
れ
、
理
事

長
が
参
列
し
た
。

・
全
国
戦
没
者
追
悼
式
（
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
、
参
列
断
念
）

・
戦
没
者
遺
族
慰
霊
研
修
事
業
（
中

止
）

・「
岡
山
の
塔
」
戦
没
者
追
悼
式
／

沖
縄
戦
跡
慰
霊
巡
拝
事
業
（
中
止
）

・
沖
縄
平
和
祈
願
慰
霊
大
行
進
へ
の

参
加
者
派
遣
（
中
止
）

・
慰
霊
友
好
親
善
事
業
及
び
遺
骨
帰

還
事
業
、
政
府
及
び
日
本
遺
族
会
主

催
の
戦
跡
慰
霊
巡
拝
事
業
へ
の
参
加

者
派
遣
及
び
参
加
促
進
（
硫
黄
島
除

き
）
中
止

２

処
遇
改
善
運
動
の
推
進

・
岡
山
県
遺
族
代
表
者
大
会
や
全
国

遺
族
大
会
を
通
じ
て
、
県
や
国
に
要

望
活
動
を
行
っ
た
。

・
第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て
、

請
求
漏
れ
の
出
な
い
よ
う
に
、
県
や

各
遺
族
会
等
と
連
携
し
、
関
係
遺
族

へ
の
指
導
・
広
報
に
努
め
た
。

３

組
織
の
充
実
強
化

・
女
性
部
研
修
会

遺
族
諸
問
題
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
部
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
た
め
、

十
二
月
七
～
八
日
の
日
程
で
実
施
し

た
。

・
合
同
研
修
会
（
中
止
）

・「
県
遺
族
通
信
」
の
新
規
発
行

遺
族
会
活
動
の
広
報
は
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
年
２
回
発
行
。

・
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
遺
族
会
会

議
（
延
期
）

・
高
齢
者
の
福
祉
充
実
に
関
す
る
事

業
＊
百
歳
長
寿
の
祝
い

８
名

＊
一
人
暮
ら
し
妻
慰
問

名
20

・
岡
山
平
和
祈
念
館

＊
遺
影

７
，
７
０
０
件

＊
遺
品

５
０
０
件

＊
入
館
者
数

１
，
０
９
４
人

４

各
種
会
議

・
常
任
理
事
会

３
回

・
理
事
会

４
回

・
評
議
員
会

３
回

・
監
査
会

１
回

・
女
性
部
会
議

１
回

・
女
性
部
幹
事
会

１
回

・
女
性
部
正
副
部
長
会
議

１
回

第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
の
請

求
期
限(

令
和
５
年
３
月
31

日)

迫
る

戦
没
者
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

令
和
２
年
４
月
１
日
時
点
で
遺
族
年

金
な
ど
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合

に
、
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

戦
没
者
の
子
や
兄
弟
姉
妹
等
の
う

ち
、
支
給
順
位
の
最
も
高
い
方
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
対
象
の
方
が
複
数

お
ら
れ
る
場
合
は
、
代
表
の
方
お
一

人
が
受
け
取
れ
ま
す
。

■
支
給
内
容
：
額
面

万
円
の
記
名

25

国
債(

年
償
還)

5

※
支
給
の
対
象
と
な
る
親
族
の
範
囲

や
請
求
手
続
き
な
ど
に
関
す
る
詳
し

い
内
容
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
の

援
護
担
当
課
又
は
岡
山
県
庁
保
健
福

祉
課
援
護
班(

:
-

T
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L
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8
6
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-
)

へ
お
問
い
合
わ
せ
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6

7
3
2
0

下
さ
い
。
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戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
の
ご
案
内

～
一
部
地
域
中
止
決
定
～

日
本
遺
族
会
で
は
、
厚
生
労
働
省

か
ら
補
助
を
受
け
て
、
戦
没
者
遺
児

に
対
す
る
慰
藉
の
一
環
と
し
て
、
一

度
は
亡
き
父
等
の
眠
る
地
に
赴
き
慰

霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
現
地
の

方
々
と
の
友
好
親
善
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
慰
霊
友
好
親
善
事

業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
も
参
加
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
参
加
資
格
：
戦
没
者
の
遺
児

■
参

加

費
：

万
円

10

■
実
施
地
域
：
旧
満
州
、
旧
ソ
連
、

中
国
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
タ
イ
、
台

湾
・
バ
シ
ー
海
峡
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・

ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
、
ト
ラ
ッ
ク
諸

島
、
パ
ラ
オ
諸
島
、
ボ
ル
ネ
オ
・

マ
レ
ー
半
島
、
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ビ
ス

マ
ー
ク
諸
島
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島

※
中
止
決
定
：
「
ー
」
の

地
域

6

日
程
等
の
詳
細
や
お
申
込
み
に
つ

き
ま
し
て
は
、
県
連
盟
事
務
局
（
T

:
-

-

E
L

0
8
6

2
7
1

7
1
7

）
ま
で
。

5

戦
没
者
遺
骨
を
ご
遺
族
の

元
へ

～
戦
没
者
遺
骨
の

身
元
特
定
の
た
め
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

鑑
定
に
つ
い
て
～

厚
生
労
働
省
で
は
、
戦
没
者
遺

骨
に
つ
い
て
、
遺
留
品
な
ど
の
手

掛
か
り
情
報
か
ら
ご
遺
族
が
推
定

で
き
る
場
合
に
は
、
ご
遺
族
か
ら

の
申
請
に
基
づ
い
て

Ｎ
Ａ
鑑
定

D

を
行
い
、
親
族
関
係
が
判
明
し
た

場
合
、
ご
遺
骨
を
ご
遺
族
に
返
還

し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
戦
没
者
遺
骨
を

収
容
で
き
た
地
域
（
検
体
が
採
取

で
き
た
ご
遺
骨
が
あ
る
地
域
）
を

対
象
に
申
請
を
受
け
付
け
、
厚
生

労
働
省
保
管
資
料
や
申
請
さ
れ
た

死
亡
場
所
等
の
情
報
に
基
づ
き
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
地
域
：
硫
黄
島
、
イ
ン
ド
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
西
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
含
む
）
、
沖
縄
、
樺
太
・
千

島
（
占
守
島
）
、
旧
ソ
連
等
（
旧

ソ
連
、
モ
ン
ゴ
ル
）
、
タ
イ
、
中

部
太
平
洋
地
域
（
ウ
エ
ー
ク
島
、

ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
（
タ
ラ
ワ
）
、

ツ
バ
ル
、
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、
パ
ラ

オ
諸
島
（
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
な
ど
）
、

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
マ
リ
ア
ナ
諸

島
（
グ
ア
ム
島
、
サ
イ
パ
ン
島
、

テ
ニ
ア
ン
島
）
、
メ
レ
ヨ
ン
島
）
、

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ノ
モ
ン
ハ

ン
、
ビ
ス
マ
ー
ク
・
ソ
ロ
モ
ン
諸

島
（
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
、
ニ
ュ
ー

ブ
リ
テ
ン
島
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島

な
ど
）
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
（
ビ
ル
マ
）
※
令
和
４
年
３

月
末
時
点
の
状
況

■
申
請
者
：
戦
没
者
の
配
偶
者
、

子
、
父
母
、
孫
、
兄
弟
姉
妹
、
又

は
甥
（
お
い
）
、
姪
（
め
い
）
等

■
費
用
：

鑑
定
料
は
全
額

D
N
A

国
が
負
担
（
申
請
書
郵
送
料
等
は

除
く
）
し
ま
す
。

申
請
方
法
、
提
出
先
な
ど
、
詳

し
く
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
同

省
社
会
・
援
護
局
事
業
課

戦
没

者
遺
骨
鑑
定
推
進
室(

直
通
電
話

：

-
-

)

0
3

3
5
9
5

2
2
1
9

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

「
平
和
の
礎
」
へ
の
追
加
刻

銘
に
つ
い
て

沖
縄
県
糸
満
市
に
あ
る
「
平
和
の

礎
（
い
し
じ
）」
は
、
沖
縄
戦
で
亡

く
な
ら
れ
た
方
の
慰
霊
と
世
界
の
恒

久
平
和
祈
念
の
た
め
建
立
さ
れ
、
亡

く
な
ら
れ
た
方
の
氏
名
が
刻
銘
さ
れ

て
い
ま
す
。

現
在
も
追
加
刻
銘
や
修
正
な
ど
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
遺
族
の

方
で
刻
銘
等
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

県
連
盟
事
務
局
（

:
-

T
E
L

0
8
6

-

）
ま
で
お
申
し

2
7
1

7
1
7
5

出
下
さ
い
。

女
性
部
の
奉
仕
活
動
紹
介

県
連
盟
女
性
部
で
は
、
毎
月
６
日

に
県
護
國
神
社
に
集
ま
り
、
正
式
参

拝
を
し
た
の
ち
、
い
さ
お
会
館
、
平

和
祈
念
館
、
待
合
所
等
の
清
掃
、
花

生
け
、
プ
ラ
ン
タ
ー
の
手
入
れ
な
ど

の
奉
仕
活
動
、
そ
し
て
「
い
さ
お
会

館
」
で
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

７
月
の
活
動
は
、
七
夕
の
時
期
と

い
う
こ
と
で
、
護
國
神
社
に
お
供
え

す
る
七
夕
の
短
冊
作
り
も
行
い
ま
し

た
。
部
員
の
皆
さ
ん
が
思
い
思
い
に

願
い
事
を
書
い
て
、
願
い
が
成
就
す

る
よ
う
拝
殿
前
の
笹
に
取
り
付
け
ま

し
た
。

今
年
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
和
を

願
う
短
冊
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
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理
事
会
・
評
議
員
会
開
催

令
和
三
年
度
事
業
報
告
・
決
算

去
る
六
月
十
三
日
理
事
会
、
六
月

二
十
七
日
評
議
員
会
を
開
催
し
、
令

和
三
年
度
事
業
報
告
及
び
決
算
報
告

に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
三
年
度
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
、
岡
山
県
補
助
事

業
で
あ
る
沖
縄
慰
霊
巡
拝
事
業
や
慰

霊
研
修
事
業
な
ど
多
く
の
事
業
が
中

止
や
規
模
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

決
算
も
当
初
予
算
を
大
き
く
下
回
り

ま
し
た
。

【
事
業
報
告
の
概
要
】

１

英
霊
顕
彰
運
動
の
推
進

・
岡
山
県
遺
族
代
表
者
大
会

令
和
三
年
十
一
月
二
十
七
日
、
岡

山
市
市
民
文
化
ホ
ー
ル
で
、
規
模
縮

小
し
て
実
施
。

・
全
国
戦
没
者
遺
族
大
会

十
二
月
十
三
日
、
東
京
・
自
由
民

主
会
館
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
当
連

盟
か
ら
役
員
を
派
遣
し
、
大
会
終
了

後
国
会
陳
情
を
行
っ
た
。

・
春
秋
の
岡
山
県
戦
没
者
慰
霊
祭

五
月
五
、
六
日
両
日
は
、
規
模
を
縮

小
し
て
実
施
さ
れ
、
奉
仕
者
を
派
遣
。

十
月
は
中
止
と
な
り
役
員
の
み
参
列

し
た
。

な
お
、
参
列
者
に
記
念
品
（
吉
備

団
子
）
を
贈
っ
た
。

＊
春

１
，
５
６
０
箱

＊
秋

１
５
０
箱

・
旧
岡
山
陸
軍
墓
地
彼
岸
祭

九
月
と
三
月
に
催
行
さ
れ
、
理
事

長
が
参
列
し
た
。

・
全
国
戦
没
者
追
悼
式
（
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
、
参
列
断
念
）

・
戦
没
者
遺
族
慰
霊
研
修
事
業
（
中

止
）

・「
岡
山
の
塔
」
戦
没
者
追
悼
式
／

沖
縄
戦
跡
慰
霊
巡
拝
事
業
（
中
止
）

・
沖
縄
平
和
祈
願
慰
霊
大
行
進
へ
の

参
加
者
派
遣
（
中
止
）

・
慰
霊
友
好
親
善
事
業
及
び
遺
骨
帰

還
事
業
、
政
府
及
び
日
本
遺
族
会
主

催
の
戦
跡
慰
霊
巡
拝
事
業
へ
の
参
加

者
派
遣
及
び
参
加
促
進
（
硫
黄
島
除

き
）
中
止

２

処
遇
改
善
運
動
の
推
進

・
岡
山
県
遺
族
代
表
者
大
会
や
全
国

遺
族
大
会
を
通
じ
て
、
県
や
国
に
要

望
活
動
を
行
っ
た
。

・
第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
に
つ
い
て
、

請
求
漏
れ
の
出
な
い
よ
う
に
、
県
や

各
遺
族
会
等
と
連
携
し
、
関
係
遺
族

へ
の
指
導
・
広
報
に
努
め
た
。

３

組
織
の
充
実
強
化

・
女
性
部
研
修
会

遺
族
諸
問
題
に
対
す
る
理
解
を
深

め
、
部
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
た
め
、

十
二
月
七
～
八
日
の
日
程
で
実
施
し

た
。

・
合
同
研
修
会
（
中
止
）

・「
県
遺
族
通
信
」
の
新
規
発
行

遺
族
会
活
動
の
広
報
は
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
年
２
回
発
行
。

・
中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
遺
族
会
会

議
（
延
期
）

・
高
齢
者
の
福
祉
充
実
に
関
す
る
事

業
＊
百
歳
長
寿
の
祝
い

８
名

＊
一
人
暮
ら
し
妻
慰
問

名
20

・
岡
山
平
和
祈
念
館

＊
遺
影

７
，
７
０
０
件

＊
遺
品

５
０
０
件

＊
入
館
者
数

１
，
０
９
４
人

４

各
種
会
議

・
常
任
理
事
会

３
回

・
理
事
会

４
回

・
評
議
員
会

３
回

・
監
査
会

１
回

・
女
性
部
会
議

１
回

・
女
性
部
幹
事
会

１
回

・
女
性
部
正
副
部
長
会
議

１
回

第
十
一
回
特
別
弔
慰
金
の
請

求
期
限(

令
和
５
年
３
月
31

日)

迫
る

戦
没
者
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、

令
和
２
年
４
月
１
日
時
点
で
遺
族
年

金
な
ど
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合

に
、
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

戦
没
者
の
子
や
兄
弟
姉
妹
等
の
う

ち
、
支
給
順
位
の
最
も
高
い
方
が
対

象
と
な
り
ま
す
。
対
象
の
方
が
複
数

お
ら
れ
る
場
合
は
、
代
表
の
方
お
一

人
が
受
け
取
れ
ま
す
。

■
支
給
内
容
：
額
面

万
円
の
記
名

25

国
債(

年
償
還)

5

※
支
給
の
対
象
と
な
る
親
族
の
範
囲

や
請
求
手
続
き
な
ど
に
関
す
る
詳
し

い
内
容
は
、
お
住
ま
い
の
市
町
村
の

援
護
担
当
課
又
は
岡
山
県
庁
保
健
福

祉
課
援
護
班(
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い
。
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戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友

好
親
善
事
業
の
ご
案
内

～
一
部
地
域
中
止
決
定
～

日
本
遺
族
会
で
は
、
厚
生
労
働
省

か
ら
補
助
を
受
け
て
、
戦
没
者
遺
児

に
対
す
る
慰
藉
の
一
環
と
し
て
、
一

度
は
亡
き
父
等
の
眠
る
地
に
赴
き
慰

霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、
現
地
の

方
々
と
の
友
好
親
善
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
「
慰
霊
友
好
親
善
事

業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
度
も
参
加
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
参
加
資
格
：
戦
没
者
の
遺
児

■
参

加

費
：

万
円

10

■
実
施
地
域
：
旧
満
州
、
旧
ソ
連
、

中
国
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
タ
イ
、
台

湾
・
バ
シ
ー
海
峡
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・

ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
、
ト
ラ
ッ
ク
諸

島
、
パ
ラ
オ
諸
島
、
ボ
ル
ネ
オ
・

マ
レ
ー
半
島
、
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
、
東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ビ
ス

マ
ー
ク
諸
島
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島

※
中
止
決
定
：
「
ー
」
の

地
域

6

日
程
等
の
詳
細
や
お
申
込
み
に
つ

き
ま
し
て
は
、
県
連
盟
事
務
局
（
T

:
-

-

E
L

0
8
6

2
7
1

7
1
7

）
ま
で
。

5

戦
没
者
遺
骨
を
ご
遺
族
の

元
へ

～
戦
没
者
遺
骨
の

身
元
特
定
の
た
め
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

鑑
定
に
つ
い
て
～

厚
生
労
働
省
で
は
、
戦
没
者
遺

骨
に
つ
い
て
、
遺
留
品
な
ど
の
手

掛
か
り
情
報
か
ら
ご
遺
族
が
推
定

で
き
る
場
合
に
は
、
ご
遺
族
か
ら

の
申
請
に
基
づ
い
て

Ｎ
Ａ
鑑
定

D

を
行
い
、
親
族
関
係
が
判
明
し
た

場
合
、
ご
遺
骨
を
ご
遺
族
に
返
還

し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
戦
没
者
遺
骨
を

収
容
で
き
た
地
域
（
検
体
が
採
取

で
き
た
ご
遺
骨
が
あ
る
地
域
）
を

対
象
に
申
請
を
受
け
付
け
、
厚
生

労
働
省
保
管
資
料
や
申
請
さ
れ
た

死
亡
場
所
等
の
情
報
に
基
づ
き
、

Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
対
象
地
域
：
硫
黄
島
、
イ
ン
ド
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
西
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
含
む
）
、
沖
縄
、
樺
太
・
千

島
（
占
守
島
）
、
旧
ソ
連
等
（
旧

ソ
連
、
モ
ン
ゴ
ル
）
、
タ
イ
、
中

部
太
平
洋
地
域
（
ウ
エ
ー
ク
島
、

ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
（
タ
ラ
ワ
）
、

ツ
バ
ル
、
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、
パ
ラ

オ
諸
島
（
ペ
リ
リ
ュ
ー
島
な
ど
）
、

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
、
マ
リ
ア
ナ
諸

島
（
グ
ア
ム
島
、
サ
イ
パ
ン
島
、

テ
ニ
ア
ン
島
）
、
メ
レ
ヨ
ン
島
）
、

東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ノ
モ
ン
ハ

ン
、
ビ
ス
マ
ー
ク
・
ソ
ロ
モ
ン
諸

島
（
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
、
ニ
ュ
ー

ブ
リ
テ
ン
島
、
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島

な
ど
）
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ミ
ャ
ン

マ
ー
（
ビ
ル
マ
）
※
令
和
４
年
３

月
末
時
点
の
状
況

■
申
請
者
：
戦
没
者
の
配
偶
者
、

子
、
父
母
、
孫
、
兄
弟
姉
妹
、
又

は
甥
（
お
い
）
、
姪
（
め
い
）
等

■
費
用
：

鑑
定
料
は
全
額

D
N
A

国
が
負
担
（
申
請
書
郵
送
料
等
は

除
く
）
し
ま
す
。

申
請
方
法
、
提
出
先
な
ど
、
詳

し
く
は
、
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
同

省
社
会
・
援
護
局
事
業
課

戦
没

者
遺
骨
鑑
定
推
進
室(

直
通
電
話

：

-
-

)

0
3

3
5
9
5

2
2
1
9

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

「
平
和
の
礎
」
へ
の
追
加
刻

銘
に
つ
い
て

沖
縄
県
糸
満
市
に
あ
る
「
平
和
の

礎
（
い
し
じ
）」
は
、
沖
縄
戦
で
亡

く
な
ら
れ
た
方
の
慰
霊
と
世
界
の
恒

久
平
和
祈
念
の
た
め
建
立
さ
れ
、
亡

く
な
ら
れ
た
方
の
氏
名
が
刻
銘
さ
れ

て
い
ま
す
。

現
在
も
追
加
刻
銘
や
修
正
な
ど
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
遺
族
の

方
で
刻
銘
等
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

県
連
盟
事
務
局
（

:
-

T
E
L

0
8
6

-

）
ま
で
お
申
し

2
7
1

7
1
7
5

出
下
さ
い
。

女
性
部
の
奉
仕
活
動
紹
介

県
連
盟
女
性
部
で
は
、
毎
月
６
日

に
県
護
國
神
社
に
集
ま
り
、
正
式
参

拝
を
し
た
の
ち
、
い
さ
お
会
館
、
平

和
祈
念
館
、
待
合
所
等
の
清
掃
、
花

生
け
、
プ
ラ
ン
タ
ー
の
手
入
れ
な
ど

の
奉
仕
活
動
、
そ
し
て
「
い
さ
お
会

館
」
で
研
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。

７
月
の
活
動
は
、
七
夕
の
時
期
と

い
う
こ
と
で
、
護
國
神
社
に
お
供
え

す
る
七
夕
の
短
冊
作
り
も
行
い
ま
し

た
。
部
員
の
皆
さ
ん
が
思
い
思
い
に

願
い
事
を
書
い
て
、
願
い
が
成
就
す

る
よ
う
拝
殿
前
の
笹
に
取
り
付
け
ま

し
た
。

今
年
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
攻
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
和
を

願
う
短
冊
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。
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全
国
戦
没
者
追
悼
式

～
三
年
ぶ
り
の
参
列
～

終
戦
か
ら
七
七
年
と
な
る
十
五
日
、

政
府
主
催
の
全
国
戦
没
者
追
悼
式
が

日
本
武
道
館
（
東
京
）
で
開
か
れ
ま

し
た
。
当
連
盟
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
た
め
参
列
を

こ
こ

年
辞
退
し
て
い
ま
し
た
が
、

2

今
年
は
十
九
人
の
遺
族
代
表
が
参
列

し
ま
し
た
。

追
悼
式
に
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下

の
ご
参
列
を
仰
ぎ
、
遺
族
や
三
権
の

長
、
各
界
代
表
ら
約
千
人
が
参
列
。

今
年
の
遺
族
代
表
の
追
悼
の
辞
は
、

県
連
盟
大
月
理
事
長
が
述
べ
ま
し
た
。

岡
山
県
の
遺
族
が
選
ば
れ
る
の
は
、

昭
和
五
十
九
年
の
難
波
貞
子
（
総
社

市
）
さ
ん
以
来
、
三
十
八
年
ぶ
り
二

回
目
と
な
り
ま
す
。

遺
族
代
表
「
追
悼
の
辞
」
全
文

本
日
こ
こ
に
、
天
皇
皇
后
両
陛

下
の
ご
臨
席
を
仰
ぎ
、
三
権
の
長

や
各
界
代
表

を
は
じ
め
と

す
る
ご
来
賓
、

全
国
各
地
か

ら
遺
族
の
代

表

が

集

い
、

全
国
戦
没
者

追
悼
式
が
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
る

に
当
た
り
、
戦
没
者
遺
族
を
代
表

し
、
謹
ん
で
追
悼
の
言
葉
を
申
し

上
げ
ま
す
。

七
十
七
年
前
、
小
学
校
一
年
生

の
私
は
、
岡
山
県
高
梁
市
で
母
と

姉
と
三
人
で
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。

私
の
父
は
、
男
の
子
が
生
ま
れ
た

ら
健
一
と
名
前
を
付
け
る
よ
う
に

と
、
妊
娠
中
の
母
に
告
げ
て
、
中
国

に
出
征
し
ま
し
た
。
父
の
戦
友
の

話
で
は
、
我
が
身
の
危
険
を
顧
み

ず
、
懸
命
に
戦
っ
て
い
た
よ
う
で

す
が
、
心
待
ち
に
し
て
い
た
私
の

誕
生
を
知
る
こ
と
な
く
、
帰
ら
ぬ

人
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

戦
後
の
混
乱
の
中
で
、
愛
す
る

家
族
を
失
っ
た
私
た
ち
遺
族
は
、

多
く
の
困
難
に
直
面
し
な
が
ら
も
、

残
さ
れ
た
家
族
が
身
を
寄
せ
合
っ

て
懸
命
に
生
き
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
で
、
一
家
の
大
黒

柱
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
私

の
母
は
、
多
く
の
苦
労
に
耐
え
な

が
ら
も
、
私
た
ち
姉
弟
を
頑
張
っ

て
育
て
て
く
れ
ま
し
た
。
母
に
は
、

感
謝
の
言
葉
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
私
だ
け
で
は
な
く
、
全

国
の
多
く
の
遺
児
の
皆
さ
ん
も
同

様
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

今
日
の
我
が
国
は
、
世
界
有
数

の
経
済
大
国
と
な
り
、
平
和
と
自

由
を
享
受
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
、
国
の
命
運
を
決
す
る
戦
い

に
際
し
て
、
最
愛
の
家
族
の
安
寧

を
願
い
つ
つ
、
懐
か
し
い
ふ
る
さ

と
に
思
い
を
は
せ
な
が
ら
も
、
一

身
を
顧
み
ず
、
精
魂
込
め
て
戦
い
、

散
華
さ
れ
た
戦
没
者
の
犠
牲
の
上

に
築
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ

と
を
私
た
ち
は
決
し
て
忘
れ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

世
界
で
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
な
ど
、
未
だ
紛
争

は
絶
え
ず
、
今
も
私
た
ち
の
よ
う

な
遺
族
が
生
ま
れ
続
け
て
い
ま
す
。

一
日
も
早
く
平
和
な
世
界
が
実
現

す
る
よ
う
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま

せ
ん
。

こ
こ
に
、
私
た
ち
遺
族
は
、
戦

争
は
遠
い
過
去
の
歴
史
的
出
来
事

で
は
な
く
、
今
も
身
近
に
あ
る
こ

と
を
再
認
識
し
、
一
般
市
民
ま
で

犠
牲
と
な
る
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平

和
の
尊
さ
を
語
り
続
け
、
継
承
し

て
い
く
こ
と
で
、
恒
久
平
和
の
実

現
に
向
け
て
努
力
し
て
い
く
こ
と

を
諸
霊
に
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
日
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
ご
来
賓
の
参
列
の
も
と
、

か
く
も
厳
か
に
追
悼
式
を
挙
行
し

て
い
た
だ
き
ま
し
て
、
遺
族
を
代

表
し
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
ご
英
霊
の
ご
冥
福
と

ご
参
列
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多

幸
を
祈
念
申
し
上
げ
、
追
悼
の
言

葉
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
四
年
八
月
十
五
日

全
国
戦
没
者
遺
族
代
表

大
月

健
一

（
「
追
悼
の
辞
」
を
述
べ
る
大
月

理
事
長
）

県県

遺遺

族族
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倉
敷
護
國
神
社
春
の
慰
霊
祭

倉
敷
市
遺
族
連
合
会
（
会
長:

岡

本
忠
）
は
、
旧
倉
敷
を
は
じ
め
と
す

る
計

学
区
出
身
の
３
，
４
１
６
柱

16

の
英
霊
に
、
感
謝
の
誠
を
捧
げ
慰
霊

顕
彰
す
る
「
倉
敷
護
國
神
社
春
の
慰

霊
祭
」
を
４
月

日
に
阿
智
神
社
境

21

内
で
執
り
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
各
学

区
の
会
長
、
女
性
部
長
の
み
の
参
列

と
な
り
ま
し
た
が
、
境
内
に
は
新
調

し
た
の
ぼ
り
が
賑
々
し
く
は
た
め
き
、

戦
没
者
を
お
慰
め
し
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

西
大
寺
の
慰
霊
巡
拝
事
業

西
大
寺
遺
族
連
合
会
（
会
長
：

川
崎
敬
）
は
、

月

日
に
川
東

4

25

方
面
（
吉
井
川
の
東
）
の
慰
霊
巡

拝
を
行
い
ま
し
た
。

同
会
の
役
員

人
が
西
大
寺
観

5

音
院
に
集
合
し
、
西
大
寺
地
区
に

は
じ
ま
り
、
太
伯
、
幸
島
、
朝
日
、

大
宮
、
長
沼
、
豊
の

地
区
の
慰

6

霊
塔
や
忠
魂
碑
を
巡
拝
し
ま
し
た
。

各
地
区
で
は
、
地
元
の
遺
族
の

皆
さ
ん
が
お
花
や
線
香
、
ろ
う
そ

く
な
ど
を
用
意
し
て
く
だ
さ
り
、

皆
で
英
霊
の
ご
冥
福
と
恒
久
平
和

の
実
現
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

（
西
大
寺
観
音
院
内
の
忠
霊
塔
）

旧
九
段
会
館
の
建
替
え

新
名
称
「
九
段
会
館
テ
ラ
ス
」

日
本
遺
族
会
が
国
か
ら
貸
与
を
受

け
て
い
た
旧
九
段
会
館
（
東
京
都

千
代
田
区
）
を
建
て
替
え
る
旧
九

段
会
館
建
替
え
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
九

段
会
館
テ
ラ
ス
」
が
、
貴
重
な
歴

史
的
建
造
物
を
一
部
保
存
復
原
し
、

去
る
７
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。

日
本
遺
族
会
事
務
局
は
、
新
築

建
物
の
四
階
部
分
の
靖
国
神
社
、
日

本
武
道
館
を
望
む
眺
望
の
良
い
濠
側

に
配
置
さ
れ
、
事
務
室
・
展
示
室
・

交
流
ス
ペ
ー
ス
等
と
し
て
供
さ
れ
る

予
定
で
、

月
１
日
に
移
転
す
る
こ

10

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

岡
山
県
戦
没
者
慰
霊
祭

～
秋
季
は
規
模
縮
小
開
催
～

春
季
慰
霊
祭
は
、
五
月
五
日
、
県

護
國
神
社
で
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
を
講

じ
た
上
で
、
３
年
ぶ
り
に
通
常
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
岡
山
県
副
知
事
を
は

じ
め
と
す
る
多
く
の
ご
来
賓
と
県
下

各
地
の
遺
族
な
ど
約
六
百
人
の
参
列

者
が
、
戦
没
者
の
ご
冥
福
と
恒
久
平

和
の
実
現
を
祈
り
ま
し
た
。

十
月
五
日
開
催
予
定
の
秋
季
慰
霊

祭
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
規
模
縮
小

し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
翌
六
日
県
護

國
神
社
の
秋
季
慰
霊
大
祭
も
同
様
に

催
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

遺
族
会
の
動
き

［
令
和
４
年

月
］

9

日

日
本
遺
族
会
創
立

周
年
記

12

75

念
式
典
（
東
京
）

日

岡
山
陸
軍
墓
地
秋
季
彼
岸

20

祭
（
岡
山
市
津
高
）

日

県
連
盟
常
任
理
事
会
（
平

28

和
祈
念
館
）

［
令
和
４
年

月
］

10

日

県
戦
没
者
秋
季
慰
霊
祭
（
県

5

護
國
神
社
）

日

県
護
國
神
社
秋
季
慰
霊
大
祭

6

（
県
護
國
神
社
）

日

県
連
盟
理
事
会
（
県
連
盟

28

大
会
議
室
）

［
令
和
４
年

月
］

11

９~

日
「
岡
山
の
塔
」
戦
没
者
追

10悼
式
／
沖
縄
戦
跡
慰
霊
巡
拝
事

業
（
沖
縄
）

日

岡
山
県
遺
族
連
盟
創
立

周

26

75

年
記
念
式
典
・
岡
山
県
遺
族
代

表
者
大
会
（
岡
山
市
立
市
民
文

化
ホ
ー
ル
）

【
編
集
後
記
】

今
回
は
、
情
報
提
供
い
た
だ
い
た

遺
族
連
合
会
の
慰
霊
行
事
を
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
行
事
や
ト

ピ
ッ
ク
ス
等
の
情
報
提
供
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。（
増
本
）


